
☆保 育 目 標★     ★予     定☆ 

今月のテーマ 
「ありがとうがいっぱい」 

 
目   標 

○成長させてくださる神様の豊かな恵みに気

づき、感謝する 
○自分たちの生活がたくさんの人々の働きで 
 成り立っていることを知り、感謝する 
 

ひ と こ と 
 幼稚園で一日過ごしていると、「ありがと

う」の言葉を何度も聞きます。おもちゃを貸

してくれたとき、片づけを手伝ってくれたと

き、お弁当をいただくときやお祈りのなかに

もあります。そのやりとりのなかで「どうい

たしまして」の言葉も自然に出てきます。感

謝の気持ちは教えられるものではなく、大切

な人とのあたたかいやりとりの中で自然に身

についていくものだと思います。神さまの愛

に包まれ、優しい心があふれているようです。 
 

今月の聖歌 

「そらのとりは」 
 

今月の行事から 
15日（日）幼児祝福式  

「子供たちをわたしのところに来させなさい。

妨げてはならない」（マルコ10章14節）と聖

書にあるとおり、イエスさまは子供たちを大

切にしなさいと教えられました。この日は日

曜日ですが、幼稚園の保育の一環として年に

一度の幼児祝福式です。教会聖堂で礼拝のあ

と、司祭様に一人ひとり祝福をしていただき

ます。 

園児だけでなく、弟妹のみなさんもご一緒に

どうぞ。 
 

 
 
 

11月 の 保 育 目 標 と 予 定 

日 曜 行事などの予定 
1 日 入園受付（13時～16時） 
2 月  
3 火 文化の日 教育賞授賞式 
4 水 園外保育 
5 木 園外保育予備日 アルミ缶回収 
6 金 全体礼拝 人権教育研修会 ↓ 
7 土 休園日 新採研⑨ 
8 日  

９ 月 保育参観日 
10 火 保育参観日 
11 水 保健安全委員会② 
12 木  
13 金 全体礼拝 
14 土 休園日 県民の日 
15 日 幼児祝福式 
16 月 振替休園 

17 火 県ＰＴＡ大会 
クラスグループ懇談会①  

18 水  
19 木 クラスグループ懇談会② 

20 金 収穫感謝親子礼拝 
クラスグループ懇談会③  

21 土 休園日 
22 日  
23 月 勤労感謝の日 
24 火 避難消火訓練④ 
25 水  
26 木  
27 金 全体礼拝 
28 土 休園日 
29 日  
30 月 11・12月生まれ誕生会 



 

 

 
 
 
 
☆ 11月 6日 「サムソン物語Ⅱサムソンとデリラ」        士師記 16：4～31 
サムソンは力の強い男の人になり、ペリシテ人のデリラという女の人を好きになりました。

しかしデリラはペリシテ人からサムソンの力の秘密を聞き出せば銀をもらえると言われサム

ソンに近寄りました。そしてサムソンは自分の力の秘密は髪であること、その髪をそってし

まうと力が弱くなってしまうことをデリラに言ってしまいました。力の秘密を知られたサム

ソンはペリシテ人に捕まってしまいました。鎖で繋がれ、足かせをはめられて粉ひきをされ

られました。ある日のことペリシテ人たちはサムソンを見世物にしようと引き出しました。

徐々に髪の毛が生えていたサムソンは最後の力をふりしぼって建物の柱を倒し、大勢のペリ

シテ人と共に最期をとげました。 
 
☆ 11月 13日 「子どもサムエル」      サムエル記上 1章 1～28、2章 12～4章 1 
神さまのみ言葉を聞くことが出来る預言者サムエルの話です。男エルカナと女ハンナの間

にはなかなか赤ちゃんが授かりませんでしたが、元気な男の赤ちゃんを産み、サムエルと名

づけました。サムエルが大きくなるとハンナは神さまにサムエルをお捧げしようとエリとい

う祭司のもとに連れて行きました。その時サムエルは神さまの声を聞きました。神さまはエ

リの家の罪のことを伝えました。神さまの言葉を聞いたサムエルはエリに伝えました。エリ

も心に留め、また人々はサムエルのことを預言者と認めるようになりました。 
 
☆ 11月 20日 「収穫感謝親子礼拝」 
実りの秋になりました。子どもたちのお弁当の中にもぶどうや梨、柿など秋の果物もたく

さん登場しおいしそうに食べています。神さまの恵みで実った果物や野菜をご家庭から持ち

寄っていただき感謝の礼拝を行います。この日は親子礼拝となっていますので、ご都合のつ

く方はぜひご参加ください 
 
☆ 11月 27日 「クリスマス物語Ⅰヨハネの誕生、みつげ」 
                       ルカによる福音書 1章 5～45、57～66 

 この日からクリスマス物語が始まります。神殿に仕えていたザカリアと妻エリサベトには

子どもがいませんでした。そして２人も年老い、子どものことは諦めていました。そんなあ

る日、ザカリアが神殿で仕事をしていると大天使ガブリエルが現れ、エリサベトに男の赤ち

ゃんが授かることを告げました。しかし、年をとっていたザカリアはすぐに信じることがで

きず口が利けなくなってしまいました。次にガブリエルはナザレという町に住んでいるマリ

アのもとに現れ、男の子が生まれること、その子の名前をイエスと名付けるようお告げにな

りました。そして月日が経ちエリサベトも男の子を産みお告げの通りヨハネと名付けるとザ

カリアの口は元通りになりました。                 （青木瀬津孝） 


